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,.. 件名．： 地縁団体の認可について（大峡区）

~ 

大峡区から、地縁団体の認可を受けるため、地方自治法第 260条の2の規定に基づき、別

紙のとおり認可申請書が提出されました。審査の結果、同条第 2項各号に掲げる要件に該当

するため認可します。

なお、認可後は、同条第 10項の規定により別紙のとおり告示するとともに、同法施行規則

第 21条第2項の規定により台帳を作成します。

＜裏面に続く＞
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延岡市大峡町！~~~番地
。代表者の氏名及び住所
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熊本奥利男延岡市大峡町！~ ~ ~ 番地
く〉構成員の属する世帯の数
8 2 

※区域内の全ての世帯の数 1 0 5 （加入率 78.1% 過半数以上）
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1 認可地縁団体認可申請に係る申請書類のチェックリスト

団体の名称 丈吠巨

〈金量五〉 総合支所受付〉

代表者の氏名 ~~~4-~与え＇）努

｜吋
、， 1 申請書類一覧

、，

提出書類名〈確認事項〉

①認可申請書

②規約（必置規定の確認）

③認可申請することについて総会で議決したことを証する書類（認可申請する旨

を決定した総会の議事録の写しで、議長及び議事録署名人の署名・押印があ

るもの）

③構成員名簿（構成員全員の氏名、住所を記載したもの）

＠保有資産目録または保有予定資産目録

⑤申請者が代表者であることを証する書類（受諾書及び議事録の写し、または、

それにかわるもの）

⑥良好な地域社会の維持及び形成に資する地域的な共同活動を現に行ってい

ることを記載した書類（過去2年分の総会資料）

2 各書類別のチェック事項
( 1）認可申請書

①様式①により作成されているか。

②規約との突合（団体の名称、事務所の所在地）

③受諾書との突合（代表者の氏名・押印）

提出部数

1部

1部

1部

1部

1部

各f部

各1部

，ーー

確認

＠・無）

（⑥無）

＠無）

伊無）

＠・無）

9無）
タ・無）

⑧・否）

ゆ否）

多否）



(2）規約

①地方自治法第260条の2第3項各号の事項が定められているか。

また、法第260条の2から第260条の39までの規定に反していない

かの確認、

一 名称 （規約第之条）

一 規約に定める目的 （規約第／条）一
一一 区域 （規約第ぷ条）一
四 主たる事務所の所在地 （規約第4条）
五 構成員の資格に関する事項 （規約第犠）

ノ..... 、－ 代表者に関する事項 （規約第／！条）

七 会議に関する事項
規約綜）

｝＼ 資産に関する事項 （規約 ） 

②目的は具体的であり、広く地域的な社会的共同活動であるか

③区域は、地番または住居表示、または、客観的に明らかであるか

④区域に住所を有する全ての個人が構成員となることがで、きるものとなっているか

⑤代表者は1人となっているか

⑥代表者の職務が明らかとなっているか（団体を代表するものとなっているか）

⑦最低1回、通常総会を開く内容となっているか

③会員個人が総会の構成単位となってしもか

※参考（標準規約との相違点）

． 

(3）認司を申請することについて総会で議決したことを証する書類〈議事録の写し〉

①認可申請する（法人化など）が協議され、承認された記述があるか

②議長及び議事録署名人の署名・押印があるか

③議長及び議事録署名人の署名・押印が写しの場合、代表者の原本と相違ない証明及

び署名・押印があるか

④規約改正も併せて行っている場合、その協議及び承認された記述があるか

⑤役員の改正も併せて行っている場合、その記述があるか

（適・否）

＊標準規約

*2条

*l条

*3条

*4条

*5～7条
*IO～13条
*15～30条
*31～34条

⑮否）

⑮否）

@:a) 

~·・否）

~否）

＠否）

⑮否）

＠否）

（該当なし・

＠－否）

適・否）

.J 
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(4）構成員名簿

①構成員全員の氏名、住所が記載してあるか &V：否）
②相当数の者が加入しているか（全ての世帯の数の過半数以上が加入してν、ること） (CJ!.否）
※加入世帯数 oL世帯勧全世帯数 ／O~－ 世帯

(5）保有資産目録及び保有予定資産目録

①土地・建物の所有があり、公民館等を事務所としている場合、所在地と規約の事務所の （該当なし・

所在地が同じか 多否）

②保有予定資産目録の場合、取得予定時期が年月まで記載してあるか．
優議適・否》） （認可申請年月日と近接していることが望ましい）

(6）申請者が代表者であることを証する書類（受諾書・総会議事録〉

①受諾書に署名・押印があるか ⑮否）

②代表者に選出する旨の議決を行った総会の議事録の写し、または、それにかわるもの
＠否〕があるか

③代表者に選出する旨の議決を行った総会の議事録の写しに、議長及び議事録署名人
優適き・否）？ の署名・押印があるか

④議長及び議事録署名人の署名・押印が写しの場合、代表者の原本と相違ない証明及
極適主・否）び署名・押印があるか

(7）良好な地域社会の維持及び形成に資する地域的な共同活動を現に行っていることを記載した書類

〈過去2年分の総会資料〉

｜①過排卵総会資料があるか ｜ 俳） ｜ 
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延岡市長首藤正治様

平成22年 12月；j日

認可を受けようとする地縁による団体の名称及び主たる

事務所の所在地

名称 大峡区

所在地 宮崎県延岡市大峡町7840番地

代表者の氏名及び住所

氏名 熊本興利男⑧

住所 延岡市大峡町79 1 1番地

認可申請書

地方自治法第260条の2第l項の規定により、不動産文は不動産に関する権利等を保有す

るため認可を受けたいので、別添書類を添えて申請します。

、， I （別添書類）

1 規約

2 認可を申請することについて総会で、議決したことを証する書類

3 構成員の名簿

4 保有資産目録文は保有予定資産目録

5 良好な地域社会の維持及び形成に資する地域的な共同活動を現に行っていることを記載

した書類

6 申請者が代表者であることを証する書類
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大峡区規約

目次

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

第8章

総則〈第1条一第4条〉

会員〈第5条一第7条〉

役員〈第8条一第13条〉

総会〈第14条一第23条）

役員会〈第24条一第28条〉

資産及び会計〈第29条一第31条〉

規約の変更〈第32条〉

雑則〈第33条〉

第1章

〈目的〉／

総則

第1条 本区は、市および関係機関との事務連絡を図るととちに、会員相互の親睦と

生活向上、発展を期することを目的とし、その目的達成のだめ、次の事業を行う。

( 1 ）市、関係機関との連携および情報の交換

(2）区内の環境整備に関すること

(3）防犯及び衛生に関すること

(4）安全及び災害防止に関すること

(5）会員の弔慰に関すること

(6）会員相Eの親睦を図るだめ、区及び公民館行事への協力

(7）その他目的達成のために必要なこと

〈名称〉
／ 

第2条本区は、大峡区と称する。

〈区域〉

第3条 本区の区域は、延岡市大峡町7338番地から 7989番地までの区域とする。／

〈主疋る事務所〉

第4条 本区の主だる事務所は、宮崎県延岡市大峡町7840番地に置くf

第2章 会員

〈会員の資格と入会〉
／ 

第5条 本区の会員となり得る蓄は、第3条に定める区域に住所を有する個人とする。

2 

3 

前項の資格を有する個人で、本区に加入レようとする者は、加入申込書を区長に

提出しなければならない。

本区は、加入申込みがあった揚合には、正当な理由なくこれを拒まない。
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〈退会等〉

第6条 会員が次の各号のいずれかに該当する揚合には、退会したものとみなす。

( 1 ）第5条に定める資格を有しなくなっ疋揚合

(2）本人から退会届が区長に提出されだ揚合

2 会員が死亡し、又は失綜宣告を受けたときは、その資格を喪失する。

〈区費〉

第7条 会員は、総会において別に定める区費を毎月納入しなければならない。

2 前項のほか、会員は、総会において別に定める区内にある施設の整備費について

ち毎月納入レなければならない。

3 前2項の納入を免除する会員については、役員会で審議し、決定する。

第3章 役員

,.. 〈役員の種別〉

第8条本区に次の役員を置く。

c 1 ）区長 1名／
(2）土木委員 1名

(3）公民館長 1名

(4）会計 1名

(5）氏子総代 2名

(6）組長 2名〈上組1名、下組1名〉

組長のうち、 1名は神社祭事担当を兼務する。

組長のうち、 1名は道路管理担当を兼務する。

(7）伝令 6名〈上組2名、下組4名〉

,.. (8）監事 2名

〈役員の選任〉

第9条 役員は、毎年 11月に開催する総会において、会員の中から選任する。

2 監事は、区長又はその他の役員を兼ねることができない。

第 10条 役員の選任方法については、次の通りとする。

c 1 ）区長 〈無記名投票〉
(2）土木委員 〈無記名投票〉

(3）公民館長 〈無記名投票〉

(4）会計 〈無記名投票〉

(5）氏子総代 〈無記名投票〉

(6）組長 〈各組内での互選〉

(7）伝令 〈各組内輪番制〉

(8）監事 〈前年度の会計、道路管理担当を充てる〉

フ－
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〈役員の職務〉
／ 

第 11条 区長は、本区を代表し、区内の運営全般を総括するととちに、第1条の事

業を調査、企画し、関係機関との交渉を主に諸事の改善を促進する。

2 土木委員は、区長と連絡を密にし、区内における土木事業全般を監察し、事業の

目的に沿ってその効果に最善をつくす。そのほか、山林、道路、酒川、水路等を巡

察し予測される崩壊の危険、汚染、公害、水害等の問題を調査し、必要な対策改善

を図る。なお、問題改善にあたっては、役員会で協議する。ただし、生産組合の事

業は、生産組合長が担当することとする。

3 公民館長は、次に掲げる業務を行う。

( 1 ）公民館の管理一切を行うこと。

(2）公民館活動の一切及び関連行事を行うことo

,. (3）有線放送施設の管理一切を行うこと。

(4）防犯灯施設管理一切を行う。

4 会計は、本区の出納事務を処理し、区の一般会計及び神社会計事務に関する帳簿、

書類を管理し、毎会計年度末にそれぞれの会計決算を行う。

5 氏子総代は、次に掲げる業務を行う。

( 1 ）神社管理の一切を行うこと。

(2）祭典に関する宮司の補佐的役務に当たること。

(3）神社に関する苅外的な行事に参画すること。

6 組長は、区長を補佐し、区の運営に参画するとともに、次に掲げる業務を行う。

( 1 ）組内の弔慰、葬祭及び有事の揚合の会員の世話役に関すること。

(2）組内の苦情などを処理し、区内の友愛と連帯の高揚を図ること。

r (3）新規居住者への区加入を促進すること。
(4）その他兼務事項の推進に関すること。

7 組長のうち、神社祭事を担当する者は、次に掲げる業務についてち行う。

( 1 ）神社祭り事の座元を務めること。

(2）神前お供え昂ほか賄いに関する一切をとり行うこと。

(3）氏子総代との連絡を密にし、諸事相談すること。

8 組長のうち、道路管理を担当する者は、次に掲げる業務についても行う。

( 1 ）区内の道路及び排水路〈側溝〉の清掃を計画実行すること。

(2）道路の緑地帯及び土鍋部分の除草、樹木の管理を計画実行すること0

9 伝令は、次に掲げる業務を行う。

( 1 ）組長を補佐すること。

(2）第7条第1I頁及び同条第21頁に定める費用の徴収。

(3）総会で決定され疋特別寄借金の徴収。

qu 
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(4）神社祭典、行事及び氏子総代の業務を補佐すること。

(5）組内における必要な連絡を各戸に行うこと。

10 監事は、本区における会計を監査し、その結果を総会において報告しなければ

ならない。

（役員の任期〉

第 12条 役員の任期は、次に定める通りとする。だだし、再任は妨げない。

( 1 ）区長 2年

(2）土木委員 2年

(3）公民館長 2年

(4）会計 1年

(5）氏子総代 3年

,.. (6）組長 1年

(7）伝令 1年

(8）監事 1年

2 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3 役員は、辞任又は任期満了の後においてち、後任者が就任するまでの聞は、その

職務を行わなければならない。

〈組〉

第 13条本区内に組を設ける。

2 組は2っとレ、その略称は上組、下組と昭称する。

第4章 総会

〈総会の種別〉

,. 第 14条 本区の総会は、通常総会及び臨時総会の2種とする。

〈総会の構成〉

第 15条 総会は、会員をもって構成する。

〈総会の権能〉

第 16条総会は、次に掲げる事項を審議する。

( 1 ）事業計画および予算に関すること

(2）事業報告および決算に関すること

(3）役員の選任に関すること

(4）規約の制定改廃に関すること

2 総会は、この規約に定めるもののほか、本区の運営に関する重要な事項を決定す

る。

〈総会の開催〉

第 17条 通常総会は、毎年度、 11月及び4月に開催する。
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2 臨時総会は、必要に応じ、区長が役員会に諮り、開催することができる。

〈総会の招集〉

第 18条総会は、区長が招集する。

2 招集するときは、会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及び揚所を示して、

少なくとも5目前までに、区回覧ちしくは区内放送設備を用い、通知しなければな

らない。

〈総会の議長及び書記〉

第 19条 総会における議長及び書記は、その総会において、出席した会員の中から

選出する。

〈総会の定足数〉

第20条 総会は、会員の2分の1以上の出席がなければ、開会することができないo

,.. 〈総会の議決〉

第21条 総会の議事は、この規約に定めるもののほか、出席しだ会員の過半数をも

って決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

〈総会の書面表決等〉

第22条 やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知され

た事項について書面をもって表決し、又は他の会員を代理人として表決を委任する

ことができる。

2 前項の揚合における第 20条及び第 21条の規定の適用については、その会員は

出席しだものとみなす。

（総会の議事録〉

第23条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければなら

,... ない。

c 1 ）日時及び揚所
(2）会員の現在数及び出席者数〈委任状提出蓄を含む〉

(3）審議事項及び議事の経過並びに議決結果

2 議事録には、議長及びその会議において選任されだ議事録署名者2人以上が署名

押印しなければならない。

第5章 役員会

〈役員会の構成〉

第24条 役員会は、監事を除く役員をもって構成する。

〈役員の権能〉

第25条 役員会は、この規約で定めるもののほか、次の事項を議決する。

c 1 ）総会に｛寸議すべき事項
(2）総会の議決した事項の執行に関する事項
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(3）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

〈役員会の招集〉

第26条 役員会は、区長が必要と認めるとき招集する。

2 区長は、役員の4分の1以上から請求があった揚合は、その請求があつだ白から

5日以内に役員会を招集しなければならない。

〈役員会の議長〉

第27条 役員会の議長は、区長がこれに当たる。

〈役員会の定足数等〉

第28条 役員会には、第20条から第23条の規定を準用する。この揚合において、

これらの規定中「総会」とあるのは「役員会」と、「会員」とあるのは「役員」と

読み替えるものとする。

,... 第6章 資産及び会計

〈資産の矯成〉

第29条 本区の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。／

( 1 ）別に定める財産目録記載の資産

(2）区費

(3）活動に伴う収入

(4）資産から生ずる果実

(5）その他の収入

〈資産の管理〉

第30条 本区の資産は、区長が管理レ、その方法は役員会の議決によりこれを定め

るO

r 〈会計年度〉
第31条 本区の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日をもって終わ

る。

第7章 規約の変更

〈規約の変更〉

第32条 この規約は、総会において総会員の4分の3以上の議決を得、かつ、延岡

市長の認可を受けなければ変更することができない。

第8章 雑則

〈委任〉

第33条 この規約の施行に関レ必要な事項は、総会の議決を経て、区長が別に定め

る。

附則

この規約は、平成 22年 11月 20日から施行する。
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